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回次
第17期

第２四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自2021年３月１日
至2021年８月31日

自2020年３月１日
至2021年２月28日

売上高 （千円） 779,383 1,311,021

経常利益 （千円） 299,802 42,580

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 226,763 49,627

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 226,763 49,627

純資産額 （千円） 694,701 491,775

総資産額 （千円） 1,440,127 1,172,244

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 106.58 23.14

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 48.2 42.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 349,787 4,185

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 60,473 1,743

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △38,944 △51,010

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,196,717 825,400

回次
第17期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年６月１日
至2021年８月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 17.71

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．当社は、第16期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第16期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　2021年３月１日付で当社を吸収合併存続会社とし、当社の完全子会社であったスローガンアドバイザリー株式会社

を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行っております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告

書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

(1）財政状態の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は1,440,127千円となり、前連結会計年度末に比べ267,883千円

増加いたしました。これは主に、売掛金が60,357千円減少した一方で、現金及び預金が371,316千円増加したこと

によるものであります。

売掛金の減少は、主に売上債権の回収によるものであります。現金及び預金の増加は、主に親会社株主に帰属

する四半期純利益の計上、東京本社オフィスに係る定期建物賃貸借契約の合意解約に伴う差入保証金の回収、投

資有価証券の売却によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は745,425千円となり、前連結会計年度末に比べ64,957千円増加

いたしました。これは主に未払法人税等が69,923千円、前受金が31,799千円増加したことによるものでありま

す。

未払法人税等の増加は、主に税金等調整前四半期純利益の計上に伴う課税所得の増加によるものであります。

前受金の増加は、営業取引の増加によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は694,701千円となり、前連結会計年度末に比べ202,925千円

増加いたしました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加226,763千円及び

自己株式の取得による減少23,838千円によるものであります。

この結果、自己資本比率は48.2％（前連結会計年度末は42.0％）となりました。

(2）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、2019年12月に確認された新型コロナウイルス感染症の感染拡

大により経済活動が著しく制限され、ワクチン接種の開始や緊急事態宣言の解除後は段階的な経済活動の再開によ

り景気回復の兆しが見られたものの、緊急事態宣言の再発令により新型コロナウイルス感染症の終息時期及び経済

活動の動向は、先行きが極めて不透明な状況が続いております。

堅調な経済状況を背景に2019年度まで好調を維持していた人材関連ビジネス市場ではありますが、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大によって当該市場を取り巻く事業環境は一変しております。当社がターゲットとする主な

市場である人材紹介業及びネット転職情報サービスにおいては、「人材ビジネスの現状と展望 2020年版 PART1 総

合編」（株式会社矢野経済研究所、2020年）によると、2019年度の4,395億円の市場規模に対して、2021年度は求

人企業の採用活動が縮小したことによる求人掲載数や紹介成約数などの減少による影響を受け、3,700億円まで減

少するものと予想されております。

しかしながら、人材関連ビジネス市場全体としては減退傾向となる一方で、オンライン化の進展により働く場所

を問わない就業スタイルの浸透が進み、これまで地理的制約から就業機会がなかった求職者にとっては新たな就業

機会を獲得する契機となり、新しい就業スタイルへの変化の適応力が高いベンチャー・スタートアップ企業を中心

とした新産業領域の企業にとっては、人材獲得機会を増加させる環境変化となっていると考えております。また、

人材関連サービスを提供する事業者においては各種サービスやコンテンツのオンライン化、求人企業においては採

用活動における企業説明会や面接等のオンライン化が進んだことで、求職者にとってもオンラインでの採用活動が

メインとなりました。これは、特に地方に居住する新卒学生にとっては就職活動における機会の格差を解消するこ

ととなり、従来に比べて就業機会を多く得られる環境となりました。また、求人企業にとっても、地方に居住する

人材へのアプローチが可能となり、より多くの候補者と接点を持つことが可能となりました。さらに、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により急速に進んだデジタル化は、デジタル領域でサービスを提供する企業にとって大きな
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事業機会となり、事業成長を後押しする環境となりました。その結果、当社の主要顧客であるベンチャー・スター

トアップ企業をはじめとする新産業領域の企業における求人ニーズは、人材関連ビジネス市場全体の減退傾向に反

して高まっております。

　このような経営環境の中、当社グループは新産業領域における人材創出事業において人材採用を中心とする各種

サービスを提供し、当第２四半期連結累計期間においては、2021年３月卒業学生の新卒人材紹介手数料に係る売上

高が堅調に推移し、新卒採用活動の早期化ニーズを捉えた販売活動にも注力いたしました。また、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大に伴う景気の先行き不透明な状況に対して、前連結会計年度において取り組んだ固定費削減

等のコスト構造の見直しにより、販売費及び一般管理費を削減いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高779,383千円、営業利益

266,325千円、経常利益299,802千円、親会社株主に帰属する四半期純利益226,763千円となりました。

なお、当社グループの売上高は、新卒学生の入社が４月に集中するため、新卒学生に係る入社成功報酬が４月に

計上される結果、第１四半期連結会計期間の売上高及び営業利益の割合が他の四半期連結会計期間と比べて大きく

なる傾向にありますが、当該傾向については、新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の事業等のリスク

に記載した「（２）事業内容に関するリスク　⑦　業績の季節的変動について」のとおりであります。

また、当社グループは新産業領域における人材創出事業の単一の報告セグメントであるため、セグメント別の記

載を省略しております。

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は1,196,717千円となり、

前連結会計年度末に比べ371,316千円増加いたしました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロ

ーの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は349,787千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上

299,802千円、投資有価証券売却益の計上32,645千円、売上債権の減少額60,357千円、前受金の増加額31,799千円

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は60,473千円となりました。これは主に、差入保証金の返還による収入34,176千

円、投資有価証券の売却による収入32,645千円を計上したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は38,944千円となりました。これは、長期借入金の返済による支出15,106千円及び

自己株式の取得による支出23,838千円を計上したことによるものであります。

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(5）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(7）研究開発活動

該当事項はありません。

(8）経営成績に重要な影響を与える要因

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「第２ 事業の状況 ２ 事業等のリスク」に記載のと

おりです。
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(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資金需要として主なものは、人件費、人材獲得のための採用費、業務委託費、新規顧客企業獲得

や求職者獲得のための広告宣伝費であります。これらの必要資金については、営業活動により獲得した自己資金を

充当することを基本方針としながら、今後の資金需要や金利動向等を勘案し、必要に応じて金融機関からの借入や

エクイティファイナンス等による資金調達を検討する予定であります。なお、これらの資金調達方法の優先順位

は、資金需要や資金使途等に合わせて最適な方法を検討・選択する予定であります。

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は1,196,717千円であり、資金需要に対して必要な資

金は確保されております。なお、当社は取引銀行１行と当座貸越契約を締結しており、当第２四半期連結会計期間

末における当座貸越極度額及び借入未実行残高は100,000千円あります。金融・資本市場の流動性が低下した状況

下においては、当該当座貸越極度額を使用することによって流動性を確保いたします。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

2021/10/18 17:02:49／21787276_スローガン株式会社_公開申請書類（第２四半期）

- 4 -



種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年10月21日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,203,075 2,203,075 非上場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 2,203,075 2,203,075 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年６月１日～

2021年８月31日
－ 2,203,075 － 227,102 － 215,142

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2021年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

伊藤 豊 東京都豊島区 700,000 33.06

Reapra Ventures Pte. Ltd. 328 North Bridge Road, Singapore 539,000 25.45

織田 一彰 愛知県名古屋市港区 300,000 14.17

KMFG株式会社 東京都港区北青山二丁目７番13号 102,000 4.82

XTech１号投資事業有限責任組合 東京都中央区八重洲一丁目５番20号 100,000 4.72

スローガン社員持株会 東京都港区南青山二丁目11番17号 64,081 3.03

株式会社ドリームインキュベータ 東京都千代田区霞が関三丁目２番６号 51,725 2.44

三菱地所株式会社 東京都千代田区大手町一丁目１番１号 43,105 2.04

北川 裕憲 東京都新宿区 30,500 1.44

グローウィン５号投資事業組合 東京都千代田区永田町二丁目14番３号 30,500 1.44

計 － 1,960,911 92.60

（５）【大株主の状況】

（注）上記のほか、自己株式が85,550株あります。

2021年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 85,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　2,117,300 21,173

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　　275 － －

発行済株式総数 2,203,075 － －

総株主の議決権 － 21,173 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）「単元未満株式」の株式数の欄には当社所有の自己株式50株が含まれております。

2021年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
(％)

スローガン株式会社
東京都港区

南青山二丁目11番17号
85,500 － 85,500 3.88

計 － 85,500 － 85,500 3.88

②【自己株式等】
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第211条第６項の規定に基づき、第２四半期連結会計期

間（2021年６月１日から2021年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年３月１日から2021年８月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（2021年８月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 825,400 1,196,717

売掛金 228,936 168,579

貯蔵品 619 435

前払費用 18,815 18,140

その他 43,192 1,662

流動資産合計 1,116,965 1,385,535

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 6,365 －

工具、器具及び備品（純額） 1,279 1,045

有形固定資産合計 7,645 1,045

無形固定資産

ソフトウエア 2,152 3,421

無形固定資産合計 2,152 3,421

投資その他の資産

投資有価証券 13,675 13,849

差入保証金 － 4,470

繰延税金資産 31,804 31,804

投資その他の資産合計 45,480 50,124

固定資産合計 55,278 54,591

資産合計 1,172,244 1,440,127

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（2021年８月31日）

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 26,412 21,302

未払金 48,748 30,628

未払費用 15,422 7,183

未払法人税等 10,503 80,426

未払消費税等 23,779 37,040

前受金 519,679 551,478

その他 14,225 5,664

流動負債合計 658,770 733,723

固定負債

長期借入金 21,698 11,702

固定負債合計 21,698 11,702

負債合計 680,468 745,425

純資産の部

株主資本

資本金 227,102 227,102

資本剰余金 229,132 229,132

利益剰余金 64,081 290,844

自己株式 △28,540 △52,378

株主資本合計 491,775 694,701

純資産合計 491,775 694,701

負債純資産合計 1,172,244 1,440,127

2021/10/18 17:02:49／21787276_スローガン株式会社_公開申請書類（第２四半期）

- 10 -



（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日

至 2021年８月31日）

売上高 779,383

売上原価 25,045

売上総利益 754,338

販売費及び一般管理費 ※ 488,013

営業利益 266,325

営業外収益

投資有価証券売却益 32,645

有限責任事業組合運用益 175

その他 943

営業外収益合計 33,763

営業外費用

支払利息 264

その他 21

営業外費用合計 286

経常利益 299,802

税金等調整前四半期純利益 299,802

法人税等 73,039

四半期純利益 226,763

非支配株主に帰属する四半期純利益 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 226,763

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日

至 2021年８月31日）

四半期純利益 226,763

四半期包括利益 226,763

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 226,763

非支配株主に係る四半期包括利益 －

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

2021/10/18 17:02:49／21787276_スローガン株式会社_公開申請書類（第２四半期）

- 12 -



（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日

至 2021年８月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 299,802

減価償却費 7,209

受取利息 △4

支払利息 264

投資有価証券売却損益（△は益） △32,645

売上債権の増減額（△は増加） 60,357

前払費用の増減額（△は増加） 662

未払金の増減額（△は減少） △18,119

未払費用の増減額（△は減少） △8,239

未払消費税等の増減額（△は減少） 13,261

前受金の増減額（△は減少） 31,799

その他 △1,326

小計 353,021

利息の受取額 4

利息の支払額 △251

法人税等の支払額 △2,987

営業活動によるキャッシュ・フロー 349,787

投資活動によるキャッシュ・フロー

無形固定資産の取得による支出 △1,878

投資有価証券の売却による収入 32,645

差入保証金の差入による支出 △4,470

差入保証金の返還による収入 34,176

投資活動によるキャッシュ・フロー 60,473

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △15,106

自己株式の取得による支出 △23,838

財務活動によるキャッシュ・フロー △38,944

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 371,316

現金及び現金同等物の期首残高 825,400

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,196,717

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1）連結の範囲の重要な変更

2021年３月１日付で当社を吸収合併存続会社とし、当社の完全子会社であったスローガンアドバイザリー株

式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行ったことにより、スローガンアドバイザリー株式会社は第１四

半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

(2）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」を「法人税等」として一括掲記しておりま

す。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

2022年２月期は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響で、経済活動の停止や顧客企業の業績悪

化、景気後退、採用活動の停止・縮小等により、当社グループの業績に影響が及ぶことが想定されます。

当社グループは、繰延税金資産の回収可能性の評価や固定資産の減損の兆候の判定等において、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大が少なくとも2021年においては続くものとの一定の仮定のもとで、会計上の見積り

を会計処理に反映しております。

しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大による影響は不確定要素が多く、第３四半期連結会計期間以

降の当社グループの財政状態、経営成績に想定外の影響を及ぼす可能性があります。

前連結会計年度
（2021年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（2021年８月31日）

当座貸越極度額 100,000千円 100,000千円

借入実行残高 － －

差引額 100,000 100,000

（四半期連結貸借対照表関係）

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。当該

契約に基づく当第２四半期連結会計期間末における借入未実行残高は次のとおりであります。
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当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日

至 2021年８月31日）

広告宣伝費 11,014千円

給料及び手当 288,876

法定福利費 44,024

業務委託費 49,694

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

（売上高の季節的変動）

当社グループの売上高は、主たるサービスである新卒採用支援サービスにおいて、新卒入社が集中する４月

に人材紹介手数料に係る売上高が計上されるため、第１四半期連結会計期間における売上高は、他の四半期連

結会計期間における売上高に比べて大きくなる季節的変動があります。

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日

至 2021年８月31日）

現金及び預金勘定 1,196,717千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 1,196,717

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自 2021年３月１日　至 2021年８月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は、2021年５月26日開催の定時株主総会決議に基づき、自己株式の取得を行っております。この結果、

当第２四半期連結累計期間において、自己株式が23,838千円（20,550株）増加し、当第２半期期連結会計期間

末において自己株式が52,378千円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自 2021年３月１日　至 2021年８月31日）

当社グループは、新産業領域における人材創出事業の単一の報告セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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当第２四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日

至 2021年８月31日）

１株当たり四半期純利益 106円58銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 226,763

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
226,763

普通株式の期中平均株式数（株） 2,127,688

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

るため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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